
午前中は純白だが、夕暮れに近付くに
つれてピンクから紅色になる一日花。

旬の花

酔芙蓉（スイフヨウ）

第３回定例会 議決結果一覧／第２・３回
臨時会 議決結果一覧
議会の動き
一般質問ダイジェスト
北部市町村議会議長会県外視察研修
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伊是名島の夜を彩る
イルミネーション点灯！

【花言葉】心変わり・幸せの再来・再会
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2024臨海ふれあい公園
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令和６年第３回伊是名村議会定例会は、９月17日（火）～ 20日（金）までの４日間で開催されました。
本定例会に提案された議案は10件です。一般質問には４名の議員が登壇し村政について質問しました。
結果は次の通りです。

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第47号 令和６年度伊是名村一般会計補正予算
（第３号）

78,290千円を追加し、予算の総額を歳入歳出
それぞれ3,855,531千円とする。 原案可決

議案第48号 令和６年度伊是名村国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）

953千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それ
ぞれ255,972千円とする。 原案可決

議案第49号 令和６年度伊是名村船舶運航事業特別
会計補正予算（第1号）

11,747千円を追加し、予算の総額を歳入歳出
それぞれ457,955千円とする。 原案可決

議案第50号 令和６年度伊是名村簡易水道事業会計
補正予算（第１号）

（収益的収入及び支出）簡易水道事業費用
5,362千円追加し、合計117,759千円とする

（資本的収入及び支出）資本的支出1,243千円
追加し、合計240,231千円とする

原案可決

議案第51号 令和６年度伊是名村農業集落排水事業
会計補正予算（第１号）

（収益的収入及び支出）
下水道事業費用693千円追加し、合計84,682
千円とする

（資本的収入及び支出）
資本的支出792千円追加し、合計3,671千円
とする

原案可決

議案第52号
工事請負契約について

（村 道 上 仲 田 線 道 路 改 良 工 事（R5繰
･R6））

目的：村道上仲田線道路改良工事（R5繰･R6）
契約の方法：指名競争入札
契約金額：58,850,000円
相 手 方：株式会社 伊是名建設
　　　　  代表取締役 西 金一

原案可決

議案第53号
工事請負契約について

（村道南風原線（伊是名区間）道路改良工
事（R6））

目　　的：村道南風原線（伊是名区間）
　　　　  道路改良工事（R6）
契約の方法：指名競争入札
契約金額：62,700,000円
相 手 方：株式会社 高宝建設
　　　　  代表取締役 高良 泰司

原案可決

議案第54号 伊是名村地域活動拠点活性化施設の設置
及び管理に関する条例

内花区地域活動拠点活性化施設完成に伴い、
設置及び管理等について条例で定める必要が
あるため。

原案可決

議案第55号 指定管理者の指定について
（内花区地域活動拠点活性化施設）

内花区地域活動拠点活性化施設の管理運営を
行わせる指定管理者の指定について、地方自
治法第244条の2第6項の規定により議会の
議決を必要とするため。

原案可決

議案第56号 伊是名村過疎地域持続的発展計画の変更
について

伊是名村過疎地域持続的発展計画において、
過疎対策に必要となる計画本文の変更、事業
名及び事業費の追加をするため。

原案可決

報告第７号
令和5年度の健全化判断比率及び資金不
足比率の報告について

健全化判断比率及び資金不足比率の報告 報　　告

認定第１号
令和5年度伊是名村一般会計歳入歳出決
算の認定について

歳　　　入　 46億8,004万3千円
歳　　　出　 43億1,866万4千円
繰越明許費　　　　1,074万4千円
実質収支額　　3億5,063万5千円

認　　定

認定第２号
令和5年度伊是名村国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

歳　　　入　   2億6,225万8千円
歳　　　出　   2億4,491万4千円
実質収支額　　　　1,734万4千円

認　　定

認定第３号 令和5年度伊是名村後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について

歳　　　入　　 　 1,401万4千円
歳　　　出　　　 1,341万1千円
実質収支額　　　　　 60万3千円

認　　定

第３回伊是名村議会定例会 結果一覧令和６年
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令和６年第２回伊是名村議会臨時会は、８月７日（水）の１日間で開催されました。
本臨時会で提案された議案は６件です。結果は次の通りです。

令和６年第３回伊是名村議会臨時会は、10月11日（金）の１日間で開催されました。

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第45号 令和６年度伊是名村一般会計補正予算
（第２号）

歳入歳出それぞれ17,320千円を追加し、予
算の総額を歳入歳出それぞれ3,777,241千
円とする。

原案可決

議案第46号
工事請負契約について

（伊是名村臨海ふれあい公園体育館改修
工事（R6））

目的：伊是名村臨海ふれあい公園体育館
　　　改修工事（R6）
契約の方法：指名競争入札
契約金額：401,500,000円
相手方：株式会社 明成建設
　　　　代表取締役 知念 章

原案可決

報告第４号 専決処分の報告について（内花区地域活
動拠点活性化施設新築工事）

工事請負契約金額の変更報告
（内花区地域活動拠点活性化施設新築工事）
元契約に対する変更増額　891,000円
変更契約金額　199,801,800円　（株）東開発

報　　告

報告第５号
専決処分の報告について（内花区地域活
動拠点活性化施設電気設備工事）

工事請負契約金額の変更報告
（内花区地域活動拠点活性化施設電気設備工事）
元契約に対する変更増額　1,222,100円
変更契約金額　62,272,100円　（株）山川電気

報　　告

報告第６号
専決処分の報告について（内花区地域活
動拠点活性化施設機械設備工事）

工事請負契約金額の変更報告
（内花区地域活動拠点活性化施設機械設備工事）
元契約に対する変更増額　187,000円
変更契約金額　72,894,800円　（株）松電

報　　告

発議第２号
米兵による少女誘拐暴行事件に対する意
見書について

米兵による少女誘拐暴行事件に対する意見書
の提出 原案可決

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第57号 令和６年度伊是名村一般会計補正予算
（第４号）

2,866千円を追加し、予算の総額を歳入歳出
それぞれ3,858,397千円とする。 原案可決

第２回伊是名村議会臨時会 結果一覧令和６年

第３回伊是名村議会臨時会 結果一覧令和６年

認定第４号
令和5年度伊是名村簡易水道事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

歳　　　入　2億6,612万1千円
歳　　　出　2億5,089万6千円
実質収支額　　　1,522万5千円

認　　定

認定第５号
令和5年度伊是名村農業集落排水事業特
別会計歳入歳出決算の認定について

歳　　　入　　 3,749万4千円
歳　　　出　　 3,024万5千円
実質収支額　　 　 724万9千円

認　　定

認定第６号
令和5年度伊是名村港湾整備事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

歳　　　入　　  1,980万8千円
歳　　　出　　 1,429万9千円
実質収支額　　　  550万9千円

認　　定

認定第７号
令和5年度伊是名村船舶運航事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

歳　　　入　4億8,988万円
歳　　　出　4億3,469万6千円
実質収支額　　　5,518万4千円

認　　定

認定第８号
令和5年度伊是名村育英事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

歳　　　入　　 1,137万5千円
歳　　　出　　 1,043万8千円
実質収支額　　 　 　93万7千円

認　　定

陳情第１号 県産品の優先使用について（要請） 県産品の啓蒙啓発 採　　決

同意第３号 伊是名村固定資産評価員の選任について 諸見　美奈子　氏 承　　認
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6日（金）　◦伊是名村敬老会　伊是名村産業支援
センター

12日（木）　◦議会運営委員会
17日（火）　◦第３回定例会（～９月20日（金））

7日（月）　◦沖縄県町村議会議長会 定例総会　
自治会館（議長・局長）

8日（火）　◦沖縄県離島振興市町村議会議長会 
臨時総会及び研修会　自治会館

9日（水）　◦沖縄県町村議会議員・事務局職員研
修会、交流会　ホテルモーリアクラ
シック

11日（金）　◦第３回臨時会

3日（土）　◦第37回いぜな88トライアスロン
大会

■ 令和６年９月

■ 令和６年10月

議会の動き

12日（火）　◦内花区地域活動拠点活性化施設
　　　　　　 落成式・祝賀会

13日（水）　◦第68回町村議会議長会全国大会　
東京都（～11月14日（木））（議長・局
長）

16日（土）　◦離島フェア視察

24日（日）　◦陸上自衛隊第十五旅団創隊十四周年 
那覇駐屯地創立五十二周年記念式
典・祝賀会　陸上自衛隊那覇駐屯基
地（議長）

　　　　　 ◦関東伊是名郷友会　東京都（副議長）
27日（水）　◦町村議会広報研修会　自治会館（広

報委員）
29日（金）　◦北部市町村議会議長会第３回理事

会・定例総会　本部町産業支援セン
ター（議長・局長）

■ 令和６年11月

4伊是名村議会だより

一般質問ダイジェスト



Q1 農林水産物等直売所の設置

東
あ が り え

江　清
き よ

和
か ず

 議員

れ
た
当
時
は
一
時
的
な
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
人
件
費
な

ど
の
採
算
面
で
難
し
く
、
再
開
の

見
込
み
は
低
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、「
青
空
市
」
を
拡
大
さ

せ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
村
民

を
活
気
づ
け
る
よ
う
な
事
業
を

や
っ
て
下
さ
い
。

奥
間　

守
村
長

い
ま
の
段
階
で
す
ぐ
や
る

と
い
う
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
、

取
り
組
み
は
厳
し
い
と
い
う
発
言

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
青
空
市
」は
、各
団
体
の
代
表
、

い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
っ
て
や
っ
て

い
ま
す
の
で
、
呼
び
か
け
は
ど
う

な
の
か
、
本
当
に
村
民
ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
か
、
品
物
の
安
定
供
給
が

可
能
な
の
か
も
検
討
が
必
要
で

す
。
多
く
の
課
題
が
あ
る
た
め
、す

ぐ
に
は
実
施
で
き
な
い
と
い
う
発

言
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解

下
さ
い
。東

江
清
和
議
員

管
理
方
法
と
し
て
、民
間
や

委
託
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢

が
あ
り
ま
す
。
道
の
駅
が
理
想
で

す
が
規
定
が
難
し
い
た
め
、
道
の

駅
で
な
く
て
も
実
現
可
能
な
事
業

を
前
向
き
に
検
討
し
て
下
さ
い
。

こ
と
か
ら
、
事
業
で
の
取
り
組
み

は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
実
行
力

の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
島
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
村
ま
つ
り
で「
青
空
市
」を

開
催
し
て
、
手
芸
品
、
加
工
品
、
民

芸
品
な
ど
を
持
ち
込
ん
で
販
売

し
、
非
常
に
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

非
常
に
精
力
的
に
や
っ
て
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

現
段
階
で
は
厳
し
い
の
か

な
と
い
う
答
弁
で
あ
り
ま
し
た

が
、
や
ら
な
い
と
断
言
は
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
は
誤
解
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
前
Ｊ
Ａ
の「
ね
ー
が
り
」で
販

売
し
て
い
た
時
も
、
多
く
の
村
民

が
利
用
し
て
い
て
好
評
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、施
設
を

村
が
管
理
し
て
運
営
す
る
に
は
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
ま
ず
補
助
事

業
の
メ
ニ
ュ
ー
を
探
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、空
き
屋
敷
や
敷
地

の
利
活
用
を
考
え
る
一
方
で
、
村

が
運
営
す
る
場
合
に
は
食
品
衛
生

上
の
問
題
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
検
討
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
江
清
和
議
員

約
５
年
前
に
閉
鎖
さ
れ
た

Ｊ
Ａ
の「
ね
ー
が
り
」
は
、
閉
鎖
さ

タ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
直
売

所
の
開
設
に
は
目
的
・
規
模
・
運

営
計
画
の
整
理
、安
定
的
な
生
産
・

安
全
確
保
、
維
持
費
や
管
理
者
の

確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
現
段

階
で
は
事
業
の
取
り
組
み
は
厳
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
江
清
和
議
員

７
月
に
南
大
東
村
を
視
察

し
て
き
ま
し
た
。
南
大
東
村
で
は

平
成
29
年
度
に
国
・
県
の
補
助
金

２
７
０
０
万
円
を
受
け
て
、「
ゆ
い

市
場
／
ハ
ッ
ピ
ー
・
グ
リ
ー
ン
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
屋
内
直
売

所
を
整
備
し
、
島
民
は
自
由
に
野

菜
や
加
工
品
を
販
売
し
、
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

東
江
清
和
議
員

島
外
か
ら
の
食
材
輸
入
依

存
を
減
ら
し
、
可
能
な
限
り
島
内

で
食
材
を
調
達
で
き
る
よ
う
、
島

内
生
産
物
の
屋
内
直
売
所
を
設
置

し
、
島
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
農
林
水
産
省
か
ら
も
、
地
域

の
農
産
物
、農
水
産
物
、地
域
の
も

の
は
地
域
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
の
取
り
組
み
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

奥
間　

守
村
長

現
在
、
島
内
で
は
、
水
産
物

は
伊
是
名
漁
業
協
同
組
合
で
、
加

工
品
は
仲
田
港
観
光
物
産
セ
ン

Q

Q

Q

Q

A

A

A
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光
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
施
設

の
活
発
な
活
用
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

商
工
観
光
課
だ
け
で
は
な

く
、企
画
政
策
課
、教
育
委
員
会
と

も
連
携
し
て
、
こ
の
施
設
を
有
効

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

髙
良
真
伊
議
員

運
天
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
旅

客
待
合
所
に
は
大
型
扇
風
機
の
み

稼
働
し
て
お
り
ま
す
。
冷
房
機
も

設
置
し
、
島
を
訪
れ
る
お
客
様
に

快
適
な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う

べ
き
環
境
作
り
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
す
が
、
村
長
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

奥
間　

守
村
長

待
合
所
へ
の
冷
房
設
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
管
理
者
で
あ
る

沖
縄
県
と
本
村
、
そ
し
て
伊
平
屋

村
を
交
え
、
協
議
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

除
草
な
ど
を
定
期
的
に
行

い
、
美
観
を
維
持
す
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。
ま
た
本
村
西
側
の
護

岸
も
、
浜
ゴ
ミ
回
収
の
作
業
時
に

車
の
通
行
が
容
易
に
出
来
る
よ
う

除
草
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

散
歩
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

る
水
た
た
き
部
分
に
は
み
出
た

木
々
の
枝
や
雑
草
の
定
期
的
な
除

草
に
努
め
、
美
観
を
維
持
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
海
岸
漂
着
物
の
回
収
や
海

岸
環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
、
管

理
車
輌
の
通
行
は
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
通
行
に
支
障
が

生
じ
て
い
る
護
岸
周
辺
に
つ
い
て

も
、
容
易
に
通
行
が
で
き
る
よ
う

除
草
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

伊
是
名
区
に
あ
り
ま
す
、

伊
是
名
村
体
験
交
流
観
光
施
設
は

も
っ
と
活
発
な
活
用
が
必
要
と
思

い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

奥
間　

守
村
長

沖
縄
の
原
風
景
が
残
る
伊

是
名
集
落
の
立
地
の
良
さ
、
調
理

設
備
の
充
実
性
等
、
特
色
あ
る
施

設
の
有
効
性
を
活
用
し
な
が
ら
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
い
ぜ
な
島
観

北
部
支
線
の
再
編
検
討
を
協
議
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
、
本
部
半
島
・
北
部
支
線
再

編
に
向
け
た
ル
ー
ト
や
運
行
ダ
イ

ヤ
な
ど
の
検
討
・
評
価
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

本
村
の
海
岸
漂
着
物
ゴ
ミ

の
対
策
は
。

奥
間　

守
村
長

村
が
県
の
補
助
金
を
活
用

し
て
定
期
的
に
実
施
し
て
お
り
、

ま
た
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
も
の

の
、
回
収
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
補
助
金
の
活
用
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
呼
び
か
け

し
、
海
岸
及
び
周
辺
の
環
境
美
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

こ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

気
持
ち
だ
け
で
続
け
る
の
は
い
か

が
な
も
の
か
。
私
は
浜
ゴ
ミ
回
収

の
観
点
か
ら
環
境
協
力
税
の
増
額

を
求
め
ま
す
。
増
額
し
た
分
を
各

字
に
配
分
し
、
各
字
で
浜
ゴ
ミ
回

収
し
て
、
各
字
の
予
算
づ
く
り
を

し
て
い
た
だ
く
。
現
在
行
わ
れ
て

い
る
一
斉
清
掃
の
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
を
要
望
し
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

公
衆
無
料W

i-Fi

環
境
の

整
備
、
伝
統
文
化
行
事
の
取
り
組

み
支
援
、
通
称
：
ハ
マ
グ
ラ
海
岸

養
浜
整
備
、
運
天
港
〜
名
護
市
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
運
行
の

取
り
組
み
状
況
を
伺
い
ま
す
。

諸
見
直
也
企
画
政
策
課
長

各
字
公
民
館
に
早
け
れ
ば

来
年
、
も
し
く
は
次
年
度
に
は
事

業
化
が
で
き
て
、
無
料
のW

i-Fi
が
設
置
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

奥
間　

守
村
長

伝
統
文
化
行
事
の
取
り
組

み
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
郷
友

会
の
集
い
等
、
機
会
あ
る
ご
と
に

各
字
ウ
ン
ナ
ー
及
び
豊
年
祭
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

ハ
マ
グ
ラ
海
岸
養
浜
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
全
て
の
工
事
が
完
了

し
、今
後
、砂
の
堆
積
状
況
を
考
慮

し
て
養
浜
整
備
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
バ

ス
運
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沖
縄

県
を
中
心
と
し
て
、
北
部
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
及
び
バ
ス
運
行

会
社
で
、
北
部
地
域
の
公
共
交
通

の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
、
北
部
市
町
村
連
携
交

通
会
議
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中
で
、

Q1
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Q1 公約主要施策
Q2 海岸漂着物ゴミ
Q3 護岸の除草
Q4 伊是名村体験交流観光施設
Q5 運天港ターミナル
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Q1 具志川島リゾート開発計画

Q2 伊是名山森林公園の新展望台
　　 整備等

伊
い

礼
れ い

　正
しょうとく

徳 議員

現
在
は
展
望
台
も
木
陰
と
な
る
休

憩
所
も
な
い
。
自
然
環
境
と
調
和

の
と
れ
た
新
展
望
台
を
整
備
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

伊
是
名
山
森
林
公
園
の
眺

望
は
、
村
の
重
要
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
で
も
あ
り
、
観
光
振
興
の
観
点

か
ら
も
展
望
台
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
ま
す
。
補
助
事
業
の
活
用

も
踏
ま
え
、
整
備
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

伊
礼
正
徳
議
員

⑵
平
成
30
年
度
に
山
頂
周

辺
に
管
理
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
法
面
の
一
部
は
崩
落
防
止
と

し
て
、
モ
ル
タ
ル
吹
き
付
け
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
ま
だ
地
肌
部
分

が
あ
り
雨
天
時
に
は
崩
落
が
あ

り
通
行
時
に
は
危
険
と
な
っ
て
い

る
。
吹
き
付
け
等
で
安
全
対
策
は

で
き
な
い
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

モ
ル
タ
ル
吹
き
付
け
さ
れ

て
い
な
い
部
分
は
顔
料
が
定
着
せ

ず
、
雨
天
時
に
崩
落
し
て
い
る
現

状
を
確
認
し
て
い
ま
す
の
で
、
利

用
者
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
も

早
急
な
対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

計
画
で
は
伊
平
屋
と
両
村

に
社
宅
や
諸
々
の
設
備
等
を
配
置

し
た
リ
ゾ
ー
ト
を
運
営
し
て
い
く

と
、
す
で
に
伊
平
屋
村
に
も
説
明

し
て
い
る
。
協
議
会
の
案
は
両
村

交
え
て
進
め
る
考
え
で
す
か
、
伺

い
ま
す
。奥

間　

守
村
長

私
は
先
に
村
だ
け
で
独
自

に
立
ち
上
げ
そ
の
後
、
伊
平
屋
村

も
メ
ン
バ
ー
に
加
え
る
こ
と
が
い

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

村
民
の
声
が
一
番
大
事
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
村
民
の
声

を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
と
理
解

し
ま
す
。
必
要
と
あ
れ
ば
村
民
ア

ン
ケ
ー
ト
等
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

奥
間　

守
村
長

村
民
が
反
対
だ
っ
た
ら
進

め
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
村
民

の
声
を
把
握
す
る
時
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
も
必
要
な
の
か
な
と

は
思
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

⑴
伊
是
名
山
森
林
公
園
山

頂
付
近
に
当
時
、
展
望
台
が
あ
り
、

松
並
木
や
集
落
景
観
な
ど
眺
望
で

き
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ソ

ネ
バ
社
が
関
係
機
関
に
リ
ゾ
ー
ト

開
発
申
請
を
行
い
許
可
が
下
り

れ
ば
、
村
と
の
土
地
の
賃
貸
契
約

に
な
る
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
際
に
は
議
会
の
承
認
も

必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員　

②
村
は
計
画
案
に
つ
い
て

諸
々
の
調
査
な
ど
、
か
な
り
の
時

間
と
労
力
を
要
す
る
と
さ
れ
る
。

村
担
当
職
員
の
配
置
や
一
時
的
に

島
外
専
門
家
を
任
用
し
て
業
務
を

遂
行
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

奥
間　

守
村
長

本
村
に
お
い
て
初
の
取
り

組
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
で

あ
り
ま
す
の
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
熟

知
し
た
職
員
の
配
置
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
痛
感
し
て
い
ま
す
。
島

外
の
専
門
家
を
特
命
配
置
す
る
こ

と
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
或
い
は
関
連
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
等
に
つ
い
て
協

議
す
る
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
そ

の
委
員
と
し
て
専
門
家
を
委
嘱
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
早
め

に
方
向
性
を
決
め
事
業
推
進
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考

伊
礼
正
徳
議
員

具
志
川
島
に
富
裕
層
向
け

リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
が
全
国
的
に

報
道
さ
れ
、
令
和
５
年
２
月
上
旬

に
企
業
か
ら
村
各
種
団
体
代
表
関

係
者
に
計
画
説
明
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
の
対
処
動
向
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
村
長
は
推
進
す
る
立
場
で
調

査
す
る
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
現
時
点
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
展
開
を
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

こ
れ
ま
で
ソ
ネ
バ
社
か
ら

打
診
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
、
情
報

交
換
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

今
年
の
５
月
に
社
長
代
理
人
が

来
村
し
た
際
に
渡
さ
れ
た
親
書
に

よ
れ
ば「
具
志
川
島
を
日
本
一
の

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い

く
強
い
信
念
を
持
ち
推
進
す
る
こ

と
を
改
め
て
表
明
し
ま
す
と
い
う

こ
と
と
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

現
に
向
け
て
、
順
調
に
進
捗
し
て

い
ま
す
。」
と
の
内
容
で
あ
り
ま
し

た
。
私
も
積
極
的
に
事
業
の
推
進
・

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
各
字

の
行
政
懇
談
会
に
お
い
て
推
進
方

針
を
説
明
し
、
村
民
の
ご
理
解
も
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Q1 フェリーいぜな尚円について

Q2 村独自の各集落支援について

と
し
た
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か

伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

伝
統
行
事
の
継
続
に
尽
力

す
る
集
落
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。「
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
継
承

を
図
る
」
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

を
活
用
し
て
支
援
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

伊
禮
正
隆
議
員

村
主
催
の
一
斉
清
掃
で
は
、

草
刈
り
機
を
持
参
し
て
年
５
回
の

清
掃
に
参
加
し
て
も
、
集
落
は
草

刈
り
機
の
刃
を
提
供
で
き
な
い
状

況
で
す
。濱

里　

篤
建
設
環
境
課
長

年
２
回
、
各
集
落
に
20
万

円
ず
つ
交
付
し
て
お
り
ま
す
が
、

４
月
分
は
早
め
の
交
付
を
調
整
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
禮
正
隆
議
員

文
書
で
何
々
に
使
っ
て
い

い
よ
と
い
う
も
の
が
ほ
し
い
で

す
。
村
長
も
集
落
伝
統
文
化
行
事

の
取
り
組
み
と
、
基
本
政
策
で
強

く
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
集
落
に

支
援
す
る
こ
と
は
伝
統
文
化
の

支
援
に
も
繋
が
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
強
く
支
援
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

伊
禮
正
隆
議
員

今
年
の
村
民
カ
レ
ン
ダ
ー

に
ド
ッ
ク
期
間
が
載
っ
て
い
な
く

て
、
モ
ズ
ク
生
産
者
の
皆
様
も
村

が
公
民
館
等
に
貼
り
出
し
し
た
も

の
を
見
て
か
ら
輸
送
車
の
手
配
を

し
た
と
い
う
方
や
、
出
荷
を
断
念

し
た
方
も
い
る
と
い
う
苦
労
を
聞

き
ま
し
た
。
５
月
い
っ
ぱ
い
は
避

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
す
か
。

末
吉
長
吉
商
工
観
光
課
長

「
フ
ェ
リ
ー
い
ぜ
な
尚
円
」

は
、
５
年
置
き
の
定
期
検
査
が
ご

ざ
い
ま
す
。
６
月
と
か
、９
月
に
過

去
や
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

い
ろ
ん
な
課
題
が
出
て
き
て
、
い

ま
５
月
に
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
伊
平
屋
村
と
の
調
整
も
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

伊
禮
正
隆
議
員

ぜ
ひ
村
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に

ド
ッ
ク
期
間
中
の
日
程
を
載
せ
て

ほ
し
い
で
す
。

伊
禮
正
隆
議
員

村
独
自
の
各
集
落
支
援
に

つ
い
て
。
物
価
高
騰
や
人
口
減
少

に
伴
う
区
費
の
減
少
等
で
行
事
運

営
に
係
る
予
算
の
確
保
が
大
変
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
鑑

み
、
各
集
落
の
負
担
軽
減
を
目
的

伊
禮
正
隆
議
員

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
も
年
間

７
万
円
以
上
も
払
っ
て
い
ま
す
。

勿
体
な
い
の
で
修
理
し
た
方
が
い

い
と
思
い
ま
す
。
映
ら
な
い
原
因

が
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
か
ね
。

末
吉
長
吉
商
工
観
光
課
長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
ん
に
、
船
が
停

泊
し
て
い
る
と
き
は
映
る
が
、
出

航
し
て
向
き
を
変
え
る
と
映
ら
な

い
と
い
う
話
を
し
た
ら
、
そ
れ
は

電
波
障
害
で
は
な
い
の
で
、
メ
ー

カ
ー
さ
ん
に
相
談
さ
れ
て
は
い
か

が
で
す
か
と
い
う
回
答
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

フ
ェ
リ
ー
の
ド
ッ
ク
時
期

は
、旧
盆
や
豊
年
祭
へ
の
影
響
、台

風
に
よ
る
不
安
定
さ
が
問
題
と
な

り
、
気
候
の
安
定
す
る
５
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
現
在
定
着
し
て
い
ま

す
。

　

ド
ッ
ク
期
間
中
は
伊
平
屋
村

と
の
フ
ェ
リ
ー
が
１
便
運
航
の
た

め
、伊
平
屋
村
と
の
調
整
、そ
し
て

ド
ッ
ク
場
と
の
調
整
等
が
必
要
で

す
。
モ
ズ
ク
輸
送
等
関
係
業
者
に

は
、
ド
ッ
ク
時
期
の
車
両
航
送
に

つ
い
て
は
、
計
画
的
な
輸
送
と
早

期
の
フ
ェ
リ
ー
予
約
を
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
禮
正
隆
議
員

「
フ
ェ
リ
ー
い
ぜ
な
尚
円
」

で
す
が
、
①
フ
ェ
リ
ー
航
海
中
に

テ
レ
ビ
中
継
が
途
絶
え
て
利
用
者

に
不
便
を
か
け
て
い
ま
す
②
フ
ェ

リ
ー
の
ド
ッ
ク
期
間
が
、
も
ず
く

の
収
穫
時
期
や
出
荷
時
期
と
重
な

り
、
輸
送
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
２
点
の
改
善

は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

過
去
に
も
同
様
な
質
問
が

あ
り
、
村
内
電
器
店
に
依
頼
し
て

ア
ン
テ
ナ
等
の
点
検
も
行
い
ま
し

た
が
、
原
因
究
明
に
は
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

Q1

Q2 Q

Q

Q

QQ

A

A A

A

AA

伊
い

禮
れ い

　正
ま さ

隆
た か

 議員

テレビ中継が途絶えた船内
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　昨年度に実施を予定していた本視察研
修は、本村で停電が長引き村民生活に甚
大被害をもたらした台風6号により中止
を余儀なくされ、本年度に繰り延べて7
月24日（水）～ 26日（金）までの2泊3日
の日程で、福井県、石川県の北陸2県の視
察を行いました。
  初日は、小松空港経由で福井県入りし、
自殺の場所として有名な東尋坊で「自殺
防止ボランティアネット」NPO法人心に
響く文集・編集局の活動についての研修
でありました。全国から自殺を考え東尋
坊に来た人を水曜日を除く毎日午前11
時から日没時までの間、岩場をパトロー
ルしそこに立つ人の表情から悩みを持
ち自殺を考えている人を探し当て声かけ
し、話を聞き、人生の再出発をするための
支援までを主な活動内容とし、20年間で
833人に声かけを行ってきたそうです。

「自殺したいは助けてくれ」のメッセー
ジ。その言葉が非常に心に刺さり印象に
残りました。
  2日目は、はじめに、めがねのまち鯖江
市です。当市は他地域に先駆けて「市民
主役、市民協働」のまちづくりを推進して
きたまちであります。しかし、活動が一部
の市民や特定の団体のみに留まる傾向で
あったことから、より多くの市民に参加
を促すため、若者や女性が日常生活の中
で気軽に地域活動に参加し、自分事とし
て地域を楽しみ続けて、まちづくりに参
加してもらうための実験的プロジェクト

として「鯖江市役所JK課」を立ち上げま
した。JK課とは条例等で規定されている
正規の行政組織ではなく、あくまでも地
元の女子高校生が中心となって、自由に
アイデアを出しあい、自ら企画し、さまざ
まな市民・団体を巻き込みながら自分た
ちのまちを楽しむ企画や活動について話
し合い実践していく組織です。年間130
日、20回以上の事業を実施するなど、想
像以上の実績を残していました。女子高
生が企画するイベントがまちを元気に
し、そして、まちのピーアールに大活躍で
した。
  次に、若者が提案する地域活性化のた
めの企画を支援し、若者の地域活動への
参加を促進して地域の活性化に取り組む
NPO法人エル・コミュニティーの視察
で、代表の竹部美樹氏より、活動内容に
ついて説明を受けました。氏は、東京の
ITベンチャー企業で働いた後に鯖江市
に戻り地域を担う人材育成と若者が活躍
する場を地元に作りたいとの強い思いか
ら色々なプロジェクトを立ち上げ地域活
性に取り組んでいる非常にパワーのある
やり手でありました。
  今回、地域活性化のための取り組みに
ついて成功事例としての視察は、過疎化
が進む本村でも、大いに参考できるよう
な研修となりました。兎にも角にもやる
気のある団体、個人をバックアップする
ことは行政の重要な取り組みであること
を強く感じました。

北部市町村議会議長会
県外視察研修に参加して

伊是名村議会　議長　潮平　そのみ

令和６年度 石川県

福井県

富山県

鯖江市役所での研修

鯖江市

東尋坊
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科
に
島
の
先
輩
が
い
た
た

め
、
学
校
生
活
の
中
で
分

か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
な

こ
と
は
相
談
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

　

勉
強
面
で
は
難
し
い
計

算
に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、

今
は
実
践
的
な
授
業
に
入

り「
資
格
取
得
に
も
挑
戦

し
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い

ま
す
。
学
校
行
事
の
工
業

祭
で
は「
ド
ロ
ー
ン
教
室
」

「
早
押
し
ゲ
ー
ム
」
に
携

わ
り
、
大
樹
さ
ん
は
Ｐ
Ｒ

の
た
め
の
看
板
製
作
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
就
職
を
希

望
。
車
が
好
き
で
、ト
ラ
ッ

ク
を
運
転
す
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
い
つ
か
、
現
在
学
ん

で
い
る
電
気
系
の
知
識
が

役
に
立
て
ば
い
い
な
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

島
の
後
輩
た
ち
へ「
島

か
ら
出
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
事
。
自

分
の
気
持
ち
は
自
分
の
言

葉
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

し
ず
つ
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
増
や
し
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
を
し
っ
か
り
行
う

な
ど
、
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
部
に

も
所
属
。
野
菜
の
栽
培
や

清
掃
活
動
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
趣
味
の

カ
メ
ラ
で
は
、
自
身
の
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
、
風
景
の

写
真
を
撮
る
こ
と
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
今
年
の
入

学
式
で
は
、
特
技
を
活
か

し
て
写
真
撮
影
を
担
当
し

ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
通
信
大
学

へ
の
進
学
を
考
え
て
い
ま

す
。
カ
フ
ェ
を
開
業
す
る

こ
と
や
図
書
館
司
書
の
資

格
取
得
も
夢
み
て
い
ま
す
。

　

島
の
後
輩
た
ち
に
向
け

て「
進
路
選
択
は
簡
単
で

は
な
い
け
ど
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
考
え
る
こ
と
は
大

事
。
環
境
が
変
わ
っ
て
も
、

や
る
し
か
な
い
と
い
う
気

持
ち
が
未
来
を
つ
く
る
の

で
大
丈
夫
」
と
前
向
き
に

考
え
る
重
要
性
を
や
さ
し

く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

髙
良
彩
雲
さ
ん
は「
飛

鳥
未
来
き
ず
な
高
等
学

校
」
に
通
う
高
校
３
年
生

で
す
。
同
校
で
は
、
登
録

科
目
制
を
採
用
し
て
お

り
、
自
分
に
あ
っ
た
通
学

ス
タ
イ
ル
が
選
択
で
き
ま

す
。

　

普
段
の
学
校
生
活
は
、

大
学
の
よ
う
な
自
主
的

な
学
習
ス
タ
イ
ル
で
学
ん

で
い
ま
す
。
１
年
生
の
時

は
、
興
味
が
あ
っ
た
ネ
イ

ル
コ
ー
ス
に
も
挑
戦
。
自

分
で
レ
ポ
ー
ト
を
進
め
た

り
、
必
要
な
時
は
先
生
に

相
談
し
た
り
す
る
な
ど
、

主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
学
び
を
深
め
ら
れ
る

環
境
で
す
。
最
初
は
戸
惑

い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
少

　

野
村
大
樹
さ
ん
は
、
那

覇
工
業
高
校
に
通
う
２
年

生
で
す
。
進
学
に
あ
た
っ

て
、
初
め
は
普
通
科
を
検

討
し
て
い
ま
し
た
が
、
将

来
の
就
職
を
考
え
て
、
電

気
系
の
資
格
が
取
れ
る
那

覇
工
業
高
校
電
気
科
へ
の

進
学
を
選
択
し
ま
し
た
。

高
校
入
学
後
は
、
本
島
に

母
親
の
実
家
が
あ
り
、
祖

母
と
一
緒
に
生
活
し
て
い

ま
す
。

　

高
校
生
活
が
ス
タ
ー

ト
。
ク
ラ
ス
で
は
自
分

か
ら
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
自

然
と
友
達
が
増
え
、
１
年

生
の
時
に
は
年
間
を
通
し

て
ホ
ー
ム
長
を
務
め
、
頼

ら
れ
る
存
在
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
同
じ
電
気

編集後記

ザ・学生Ⅱ
vol.36

キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、本村出身のがんばる学生を紹介
するコーナーです。今回のキラリ★いぜなっ子は飛鳥未来きずな
高等学校沖縄キャンパスと沖縄県立那覇工業高等学校に通うお二
人です。

沖
縄
県
立
那
覇
工
業
高
等
学
校（
２
年
生
）

野の

村む
ら

　
大だ

い

樹き

さ
ん

（
諸
見
）

飛
鳥
未
来
き
ず
な
高
等
学
校
沖
縄

キ
ャ
ン
パ
ス（
３
年
生
）

髙た
か

良ら  

彩あ
や

雲も

さ
ん

（
伊
是
名
）

　コロナ禍で沈んでいる村民たちが元気になってくれるよう願いを込めて始まっ
た村議会クラブ及び村職員クラブ合同によるしまのイルミネーションが今年４年
目を迎え、去った11月24日に点灯式を行い、臨海ふれあい公園では夜空の下、幻

想的な光の世界が広がっています。
　今年は『島の資源を使った、人と環境にやさしいイルミネーション』がテーマです。毎年、バージョン
アップし続けるしまのイルミネーション、たくさんのご家族、友達、恋人が臨海ふれあい公園を訪れ、し
まのイルミネーションを楽しんでいただきたいと思います。　　　　　　  広報常任委員長　上原長良
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